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【サテライトオフィスは、 

農山漁村に人と仕事と活気を呼ぶ】 

徳島県美波町政策推進課 主査 鍜治淳也氏 
  

 

平成３１年３月７日（木）第７回農山漁村コミュニティ・ビジネスセミナーは【サテライ

トオフィスは、農山漁村に人と仕事と活気を呼ぶ】【講師】徳島県美波町政策推進課 主

査 鍜治 淳也 氏を開催しました。 

人口 7000 名弱の過疎地域、美波町は「美波ふるさと創造戦略」を 2012 年に策定し、サ

テライトオフィスの誘致、門前町の復興等を核とした地方創生に取り組みを推進することに

しました。 

 2017 年時点の企業誘致は徳島県最多の 17 社、移住者は 70 名以上になっています。 

誘致が成功している大きな理由は、地元のイベント「日和佐八幡神社秋祭り」。徳島県内が

テレビの地上波デジタル化で難視聴区域となることから、光ファイバーによる高速通信イン

ターネット網が整備されていることも要因ですが、美波町は、太平洋の大海原と山の自然、

澄み切った川などの大自然にかこまれ、四国霊場23 番札所である薬王寺に参拝するお遍路
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さんで門前町は賑わい、室戸阿南海岸国指定公園でもある大浜海岸では夏になるとアカウミ

ガメが産卵、また 県南部はサーフィンやダイビングなどマリンスポーツも盛んと、地域の

人柄豊かな自然にふれて移住を決意する人も少なくないのです。 

 秋には八幡神社で大きな秋祭りがあり、祭りをとおして地元の人との交流も盛んで、過疎

地でも可能な企業誘致・若者誘致として期待も高く、豊かな自然と地域の人々の人柄が資源

となって、次の世代を担う若者の働く場、生活の場として、中山間地域の生き残りを町ぐる

みで展開しています。セミナーのさわりを紹介します。 

 

 新時代の田舎暮らし、農山漁村の魅力は仕事も生き方も変える？？？今回は、農山漁村へ

の移住促進を担う市町村の取り組みをテーマにしました。 

 2019 年 4 月に俳優の関口知宏（鉄道の旅で有名な）さんが映画初主演を飾った人間ド

ラマ。東京から故郷の徳島にオフィス移転を行った IT 企業社長の実話をもとにした映画「波

乗りオフィスへようこそ」が劇場公開されます。この実話の舞台でありロケ地の美波町の移

住が地方創生のモデルとして高く評価されています。 

それはなぜなのか？？？  半農×半Ｘというように、２つの仕事をもつ暮らし方が田舎暮

らしに合っていると言われていますが、美波町は、半ＩＴ×半Ｘ。ＩＴの企業誘致でネット

関係の仕事をしながら、半分は地域活動などをとサテライトオフィイス事業が効果を上げて

います。 

 徳島県美波町は人口 7000 名弱の過疎地域です。「美波ふるさと創造戦略」を 2012 年

に策定し、サテライトオフィスの誘致、門前町の復興等を核とした地方創生に取り組みを推

進することにしました。 
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働き方改革の最前線！日本の課題を解決する企業が中山間から商品化する時代に 

サテライトオフィスによる農山漁村活性化の取り組みは、新しい形の企業誘致、仕事の移

業として、一歩も二歩も先行く展開です。 

単なる IT やデザイン企業の誘致かと思いきや、次々と生み出される技術を活用し世の中

の課題を解決する商品を作ろうとする企業など、下町ロケットのような新しいアイデアや商

品が生み出されようとしています。 

３月に１社。４月にも１社が美波町に移住します。 

しかし移住することよりもそこから離住しないようにすることの方が大事だとか。 

移住企業も社員が離職しないために、美波町の美しい海と伝統的な祭りを中心とした地域の

人々との心の交流が都会では得られない人間的な暮らしを得られると地域に積極的に溶け

込んでいます。 

地域との相性を考え仲人のように活動している担当者の話は大変含蓄がありました。 
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「にぎやかそ」 

地方創生の目指す成果は、人口減少が進む農山漁村に都会から若者の移住定住を促進であ

るが、その具体策として、サテライトオフィスが注目されている。 

仕事を都市から移す「移業」と呼んでいるのは、明治大学の小田切徳美 教授。 

小田切教授の「にぎやかな過疎」をつくる―農山漁村の地方創生―（2019 年 1 月 7 日）

の論説が全国町村会機関誌『町村週報』の WEB サイトで紹介されている。 

http://www.zck.or.jp/site/column-article/16740.html 

小田切先生は、徳島県美波町のまちづくりのキャッチフレーズを「“にぎやかそ”にぎや

かな過疎の町 美波町」と定め、2018 年 12 月 1 日に「にぎやかな過疎宣言」したことを

取り上げ、サテライトオフィスが仕事を生み、それを支援する会社も設立され、さらに移住

した若者が祭りをはじめとする各種の地域活動に参加や複数の飲食店の新規開業も生じて

いるという。また、福島県三島町、愛知県東栄町、鳥取県智頭町、山口県阿武町、同県周防

大島町なども移住による新たな変化出ているとし、このような地域を田園回帰の「ホットス

ポット」、「人が人を呼ぶ」とし、起業が別のしごとを生み出すような関係も出現して、「に

ぎやかさ」を実感できる場となり始めていると述べている。 

徳島県美波町の魅力を発信するため まちづくりのキャッチフレーズ「にぎやかそ」を策定 

高齢化率が 45％を超す美波町では、今後も人口減少局面が続くことが予想されています。

こうした厳しい現実にしっかりと向き合いながら、人口減少の進む過疎の町であっても、内

外から人が集い、開業や起業が相次ぐにぎやかな町を、このキャッチフレーズとロゴのもと、

関係者一丸となって目指すことを宣言いたします。 

http://www.zck.or.jp/site/column-article/16740.html
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https://www.town.minami.tokushima.jp/docs/2018120400059/ 
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